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本論文では、日本の「中世」において創作された「和歌」と呼ばれる詩的言語が、どの

ような〈時間〉や〈共同体〉のありかたを紡ぎ出したのかを考察し、「中世」の時代を認識

する私たちの現在にとってどのような意味をもつのかを検討した。 

第 1 部において、日本文学史において「中世」がどのように語られてきたのかを検討し

た。「中世」という時代が日本文学史に用いられたのは 1908 年であるが、その時から現在

に至るまで、「中世」の語り方は驚くほどの変化を遂げてきた。研究者たちは文学作品に対

峙し、そこから「中世」の意味を引き出してきた。同じ文学作品に取り組んでいても、そ

の語り方は一様ではなかった。本論文では、こうした語り方の差異がどのようにして生じ

たのかを分析した。 

日本文学史の編纂が始まった 1890 年代、文学史の記述には、西洋の文学史が参照された。

当時の西洋の文学史に描かれていたのは、古代と近世に最盛期をもち、両時代に挟まれた

「中世」を「暗黒時代」とする歴史の見取り図であった。こうした西洋の文学史の見取り

図に従った日本文学史記述において、「中世」は文学の頽廃の時代として描かれたのである。

1890 年代には、頽廃の時代という意味づけと同時に、「中世」には中国大陸の影響からの自

立の時代という意味づけも与えられた。こうした背景には、国民国家形成期に編纂された

日本文学史には、「日本」という国家の輪郭を描くという動機があり、そのために、西洋の

国家と同様の歴史を辿ったことを示すことと同時に、中国大陸との関係を記述の中から排

除していくことがめざされたのである。1910 年代になると、「中世」は「暗黒時代」に代わ 
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り、国家の進歩に寄与した健全な時代として位置づけられるようになった。「中世」にその

ような意味を与えることで日本文学史が描いたのは、古代から中世、近代へと進歩発展し

てきたという「日本」の歴史の見取り図であった。1920 年代に入ると、「中世」には、古代

から現代へと発展する歴史の一時代という意味だけではなく、古代からの同一性を保持す

る「日本」という民族国家を体現する時代という意味も与えられるようになる。第二次世

界大戦中には、「中世」はさまざまな美意識を生み出した時代として語られるようになり、

「日本的」なものを体現した時代と称された。戦後になると、古代から「中世」への時代

の転換を、戦前から戦後への転換として読み解くことで、「中世」は「戦後」の再生を意味

づける時代として語られた。それと同時に、戦中からの単一民族論を背景とし、「中世」は

「日本的」なものを体現する時代としても記述された。近年は、「中世」を全体として捉え

る語りが後退し、「中世」を複数の視点から捉え、多様な「中世」像が提示されていること

も確認した。 

 以上のように「中世」文学をめぐる語りを概観するとわかるのは、「中世」は現在と無関

係に存在する過去として捉えられているわけではなく、現在へと接続し、現在を成り立た

せている過去として捉えられているということである。研究者たちは現在がどのようにし

て成り立っているのかという関心と、また未来がどのようにあるべきなのかという展望を

持って、「中世」という過去に向かい合ったのである。「中世」を理解することは、彼らが

生きた現在を理解することに密接に結び付いていたのである。そのようにして導き出され

た「中世」の語りは研究者によって異なるが、どの語りにも二つの視点を見出すことがで

きる。その二つは、まず、過去から現在までの時間の推移をどのように捉えるかという視

点、次に、「日本」という国家をどのような共同体として捉えるかという視点である。 

 前者には、古代と近世に最盛期を迎え、中世には頽廃するという時間の視点や、古代か

ら中世、近代へと進歩発展する時間の捉え方、さらには、時間は推移するが、古代から現

代までを貫く同一性が存在するという時間の捉え方があるだろう。後者に関していえば、

西洋国家と同様の国家として捉えようとする視点や、中国からの自立を描こうとする視点、

さらには、美意識の確立等の特殊性を以て捉えようとする視点などがある。日本文学史記

述における「中世」の描き方は、このような〈時間〉と〈共同体〉という二つの視点によ

って揺れ動いてきたのだと考えられる。こうした理解の下で、「中世」を発展史の一段階と

する語りと「日本的」な時代とする語りとが、現在でも流通していると指摘し、本論文で

は、これらとは異なる「中世」の語り方が可能かどうかを検討した。その際に手掛かりと

したのが、比較文学の研究方法である。 

 本論文では、比較文学の研究においてこれまでに打ち出された三つの方法（「フランス派」

比較文学研究・「アメリカ派」比較文学研究・「新しい比較文学」研究）を取り上げ、それ

らが成立した歴史的背景や目的を紹介し、それぞれの方法の特徴を示した。まず、多言語

間の文学の影響を明らかにする実証研究を方法とする「フランス派」比較文学研究では、「日

本」という〈共同体〉の枠組みを超えた「中世」文学の語り方が可能となると論じた。次 
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に、「アメリカ派」比較文学研究では、直接的な影響関係がないところに共通項を見出す方

法がとられるが、こうした方法を用いて文学間に共通の地平を作り、そこから「中世」と

いう時代を捉え直すことで、発展段階史とは異なる歴史の見取り図が描かれる可能性があ

ることを指摘した。最後に、現在行われている「新しい比較文学」研究では、非ヨーロッ

パ地域の文学や女性や大衆の文学等、従来は比較の対象とされてこなかった文学作品を比

較の俎上へと持ち込むことで、既存の比較の枠組みの再編成が試みられていることを確認

した。そこで、本論文では、従来の「中世」を発展史の一段階として捉える見方や、「日本

的な」時間を体現する時代として捉える見方とは異なる見方を考えるために、古代から中

世、近代へと接続することを前提とする線状的な時間を問題化し、そうした時間性を攪乱

するような時間の捉え方として「逆遠近法」の方法を考えた。 

 

 第 2 部では、従来の「中世」を発展史の一段階とする語りと「日本的」な時代とする語

りの中で、「中世」を代表する歌人とされる藤原俊成を取り上げた。俊成の歌論を分析し、

俊成の歌論において、〈時間〉と〈共同体〉がどのように捉えられていたのかを考察した。

俊成に「中世」の成立をみる研究では、過去の歌が「古典」として把握されたことが契機

となり、「古代」という過去との断絶と継承が図られ、「中世」が新たな時代として生まれ

たと論じられ、こうした「中世」成立の過程は「否定的弁証法」と称された。しかし、本

論文では、俊成の過去（古代）を、現在時の只中に到来し、過去から現在、未来へと発展

する時間を攪乱する時間として捉えていたと論じ、弁証法的な発展史とは異なる「中世」

と「古代」の関係の捉え方を考察した。 

 次に、俊成が歌論の批評を通じて、歌の創作の規範を創り出し、その規範を通じて〈共

同体〉が形成されたことも指摘した。俊成によって作られた〈共同体〉を、美的なものや

「日本的なもの」とする「中世」の語りは、そうした〈共同体〉が誰にでも開かれている

わけではなかったという事実を隠蔽してしまうのである。 

 本論文では、従来の「中世」の語りから取りこぼされてきた「中世」における〈時間〉

と〈共同体〉のありかたを探るために、源俊頼(1055-1129)を中心とする歌人たちの歌の創

作を検討した。具体的には、俊頼たちが創作した「叙景歌」とよばれる和歌について、歌

人の内面の表れとしてではなく、「和歌」の言語が他の表象体系と接続したことの表れとし

て捉えられることを論じた。さらに、前章で取り上げた藤原俊成が、和歌の正統な創作者

の姿勢として「歌よみ」と称されたのに対し、俊頼が「歌つくり」と称されたことを指摘

した。そうした区別が、和歌の創作を通して作り出される〈共同体〉のありかたの違いに

あったと考え、俊成が古典を共有する和歌の〈共同体〉を志向したのに対し、俊頼の和歌

の創作の姿勢が、和歌を異なる表象体系へと接続させ、和歌の〈共同体〉を外部へと開い

ていくものであったことを指摘した。 

 本論文では、結論として、現在も流通する「中世」を発展史観の一段階や「日本的な」

ものとする語りによって、両者の語りからは捉えることのできない〈時間〉や〈共同体〉 
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のありかたを藤原俊成の歌論から導き出せることを指摘した。同様に、「中世」の語りから

は対象とされてこなかった源俊頼の歌作から、俊成とは異なる〈時間〉や〈共同体〉のあ

りかたを見出すことができることも述べた。逆遠近法から「中世」を捉えることで、俊成

や俊頼の歌の創作から導き出された〈時間〉や〈共同体〉のありかたが、現代の私たちが

〈時間〉や〈共同体〉を考える上での手がかりとなることも示唆した。 


